
暫畑墨鉄許

ば
い
煙
で
汚
れ
た
市
立
広
畑

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
後
ろ
に
新

』
一
一
¨
¨
』
赫
ゎ
」
動
的

一

蒸
漱
嚇
蛾
´
無
け
一
繭
型
臓

す
る
設
備
を
４
月
１
日
に
稼

働
さ
せ
た
こ
と
が
原
因
の

一

つ
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

た
。市

に
よ
る
と
、
ば
い
煙
を

め
ぐ
る
苦
情
は
、
０３
年
度
は

１
件
、
０４
年
度
は
２
件
だ
け

だ

っ
た
。
急
増
し
た
苦
情
に

対
し
、
市
は
今
月
１
日
、
福

永
源
八
朗

・
環
境
美
化
部
長

ら
４
人
で
同
製
鉄
所
内
を
立

ち
入
り
調
査
。
７
日
に
は
、

工
場
内
か
ら
の
ば
い
煙
な
ど

の
飛
散
防
止
対
策
を
取
る
よ

う
に
市
長
名
の
文
書
を
出
し

た
。ば

い
煙
は
比
較
的
粒
径
が

大
き
く
重
い
た
め
大
気
中
で

長
時
間
浮
か
ん
で
い
ら
れ
な

い

「降
下
ば
い
じ
ん
」
と
見

ら
れ
る
。
環
境
汚
染
の
法
的

基
準
は
な
い
が
、
９４
年
に
同

製
鉄
所
と
県
、
市
が
締
結
し

た

「環
境
保
全
協
定
」
の
苦

情
処
理
条
項
に
基
づ
き
、
改

善
を
指
導
し
た
と
い
う
。

同
製
鉄
所
は
、
原
因
に
つ

いｋ」Ｎ
範
繊
】』

止
め
、
環
境
改
善
に
向
け
て

努

力

し

た
い

」

と

し

て

い

る
。

ど
と
み
ら
れ
る
」
ヽ

に
調
査
を
進
め
て
一

応
策
な
ど
を
ま
と
」

市
に
回
答
す
る
。

同
社
の
北
隣
に
料

広
畑
テ

ニ
ス
コ
ー

リ
、
来
年
秋
の

「
（

兵
庫
国
体
」
で
は
計

の
ツ
フ
ト
テ
ニ
ス
黎

の

一
つ
に
な
っ
て
バ

用
者
ら
の
話
で
は
、

月
ご
ろ
か
ら
、
ベ
ツ

が
積
も

っ
て
座
る
ル

れ
た
り
、
真
新
し
い

が
す
ぐ
に
黒
ず
む
た

状
態
が
続
い
て
お
り

の
利
用
者
な
ど
は
、

半
分
以
下
に
激
減
・

る
。

姫需
文
書
で
改
善
指
導

姫
路
市
広
畑
区
富
士
町
の
新
日
鉄
広
畑
製
鉄
所
の
周
辺
住
民
ら
か
ら
、
ば
い
煙
に
対

す
る
苦
情
が
相
次
い
で
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
地
面
が
汚
れ
て
い
る
」

「洗
濯
物
が
黒
く
な
る
」
な
ど
の
内
容
で
、
市
は
同
製
鉄
所

か
ら
出
た
ば
い
煙
が
原
因
と
み
て
、
文
書
で
改
善
を
指
導
。
製
鉄
所
側
は
２３
日
、
発
生

源
と
対
応
策
に
つ
い
て
市
に
中
間
報
告
す
る
。

峰つ̈̈
〔』』器̈作時一̈一̈』疇一粋̈一叫』テニ
ス
コ
ー
ト

（１０
面
）
の

利
用
客
か
ら

「プ
レ
ー
す
る

と
す
ぐ
に
ボ
ー
ル
が
黒
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
も

「公
園
の
遊
具
に
触
る
ど
手

が
黒
ぐ
な
る
」
と
い
っ
た
電

話
や
メ
ー
ル
が
相
次
ぎ
、
苦

情
は
今
月
２０
日
ま
で
に
計
２７

作
に
の
ぼ
っ
た
。

週
１
回
、
近
所
の
友
人

と
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
利
用

し
て
い
る
同
市
勝
原
区
の

主
婦

（
４０
）
は

「
ぅ

っ
か

リ
ベ
ン
チ
に
座
る
と
服
が
黒

く
な
る
し
、
ボ
Ｌ
ル
も
手
も

汚
れ
て
し
ま
う
。
強
い
悪
臭

が
す
る
日
も
あ
り
、
早
く
な

ん
と
か
し
て
は
し
い
」
と
訴

え
る
。

市
立
広
畑
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
、
来
年
秋
に
開
か
れ
る

「の
じ
ぎ
ぐ
兵
庫
国
休
」
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
場
で
、
今

年
７
月
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
兼
ね
た
実
業
団
の
全
国
大

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２．
日
の
厚
生
委
員
会
で
藤

木
議
員
は

「真
っ
黒
な
コ
ー

ト
で
テ
ニ
ス
大
会
を
や
る
の

は
姫
路
の
恥
だ
」
と
述
べ
、

改
善
指
導
を
進
め
る
よ
う
強

市
に
よ
る
Ｌ
、
同
社
周
辺

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
粉
じ
ん
や

新
日
鉄
広
畑
製
鉄
所

（姫
路
市
広
畑
区
）
周
辺
で
、
粉
じ
ん
や
悪
臭
な
ど
へ
の
住
民
の
苦
情
が
今
春
以
降
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
、
二
十

一
日
、
わ
か
っ
た
。
同
製
鉄
所
か
ら
発
生
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
は
立

ち
入
り
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
策
の
実
行
な
ど
を
同
社
に
要
請
。
現
時
点
で
健
康
被
害
の

報
告
は
な
い
が
、
同
社
に
隣
接
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
粉
じ
ん
な
ど
の
た
め
利
用
客
が
減
少
。
コ
ー
ト
は
来
秋

の
国
体
会
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
が
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

17、 6、■■畜引ロ

新日鉄広畑周辺

瀾
二体
絵
コ場
肝
院
ベ
ン
チ
に
灰
積
も
る

蒙許
一罐
数
臨
麟
一』努
鰹
羅
脚笙
た中社は
憂
発生雰



鰊

相卜侵
=

眸
Ⅲ
蜆

幅
裡
撻
目
問
闇
闇
圏
到
劇
副
到

鼈
鶉

艤

爾

Ｆ
艘
躊
ド
ｐ
熙
幽
側
覇
詰
∃
劉

４牟
く
つ
趨
コ
ヨ
橿

一
華
く
り
畔
Ｏ
彎

に
ド
ド
＝
階
ド
ド
隔
眠
瑕
ま
ま

ヽ
脇
∃
翻
劉
劉

図
阿
闘
ｅ
К
夜
≪
回
・

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ


